
中学校の歴史の教科書では、人類の誕生から、打製
石器を使って狩りや採集を行う旧石器時代、土器や磨
製石器を使う新石器時代、狩猟が中心となる縄文時代、
稲作が始まった弥生時代…というように、歴史の流れ
に沿って順番にそれぞれの時代が出てきます。 

 
 
 
 
 
福岡県の板付遺跡、佐賀県の吉野ケ里遺跡といった
弥生時代を代表する遺跡やその出土品などから、弥生
時代の暮らしについて学習します。石器時代は教科書
には出てきません。 
縄文時代については、弥生時代とその後の古墳時代
を学習した後、年表の中に初めて出てきます。発展的

に調べたいときに取り組もうということで、縄文時代
が　1　ページ程度教科書に載っています。 
教科書には、「まなび方コーナー」というものが載

っています。（以下の数字は、教科書のページ数です） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
知識の量を増やすことよりも学習の仕方や、ものの
見方を身に付けることを大切にした学習を目指してい
ます。 


